
 

平成２６年１２月１日 

 

公開シンポ「集団的自衛は良いのか、悪いのか」を開催 

 

 

１ 日時  平成２６年１２月１３日（土）１０：００～１３：００ 

２．場所  徳島大学・常三島けやきホール（地域連携大ホール） 

３．内容 

集団的自衛権の行使が大きな論争になっています。世論調査では「賛成」、

「反対」に二分されますし、そもそも「よくわからない」という人も多く

います。 

そこで、この問題を考える一助にとシンポジウムを企画しました。「武力

を始め、集団的自衛権には意味がある」という肯定意見のほか、「集団的自

衛でなく、ほかに平和的な方策が多くある」という否定意見もあります。

さて、安倍首相の言うように認めてよいのか、悪いのか。この問いに答え

が出るように、大学教員と弁護士が専門的な知見をもとに、わかりやすく

問題を解いていきます。 

講師として、国際政治学が専門で領土問題にも詳しい古川浩司・中京大

学法学部教授と、集団的自衛権の問題で積極的に発言をしている大西聡・

弁護士を招き、本学の饗場和彦・総合科学部教授を交えて進めていきます。 

 

※この行事は徳島大学の「地域連携に関わる公開事業」の一環です。 

※この行事は特定の政党や立候補者の主張・運動とは無関係です。 

※添付の資料は案内チラシです。 

 
 
 
 
 

12月 13日（土）、「集団的自衛は良いのか、悪いのか－日本を守る賢明な

方策とは－」と題した公開シンポジウムを、徳島大学・常三島けやきホー

ルで開催します。大学教員と弁護士がわかりやすく話します。 

お問い合わせ先 

部局名 総合科学部 

責任者 教授 饗場 和彦 

担当者 同上 

電話番号 ０８８－６５６－７１８６ 

メール aibak@ias.tokushima-u.ac.jp 


